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（Vancouver Art Gallery 2006）。オンタリオ美術館の前身であるトロント美術館も、収集の対象
はヨーロッパ･ファインアートと北米のヨーロッパ系芸術家の作品であり、その理由は「そうす
ることが自然」であり、また、アフリカやオーストラリアの「未開人」の作品を収集するロイ





ーチ･カヌーなどの展示が乏しいままである（Task Force on Museums and First Peoples 1992; 
Jessup 2002a; Martin 2002）。 
2008 年 11 月、カナダ最大都市トロントで、ほぼ 1 年にわたる休館・改築の後、カナダ一の
資産家であった Ken Thomsonからの約 2000点の作品寄贈を受け容れて、オンタリオ美術館が
再開館した。寄贈された作品は 17世紀の船の模型から Peter Paul Rubensの The Massacre of the 
Innocentsなどを含む 900点のヨーロッパ･ファインアート、19世紀から 20世紀にかけての 700
点の風景画を中心とするカナダ芸術家作品にまで及んだが、一つの記されるべき点は、再開館
に先駆けて、美術館 2 階の新カナダ･アートホールの主任学芸員に先住民クリー出身の Gerald 















術館で、1900 年 3 月 31 日の設立以降カナダ芸術界での主な芸術家や収集家、画廊から作品や
資料を集め、巡回展を送受し、展示や会議の場ともなるなどカナダ美術史においては重要な一





























やGroup of Sevenを初めとする風景画である。Group of Sevenは 1920年から 1932年までトロン
トを中心に活動した芸術家のグループで、述べ 10 人のメンバーはいずれも白人男性である。
Tom Thomson はグループ結成前の 1917 年に謎の死を遂げているが、彼の風景画と作風はグル
ープに大きな影響を与えた。また、グループのメンバーであった Lawren Harrisは、Emily Carr








































































（Walker et al. 1950）。1967年のカナダ建国百周年記念行事や 1970年代以降の連邦政府による先
住民作品市場拡大などで、国立美術館やバンクーバー美術館を含むカナダ美術館での先住民現
代芸術展開催が増えていき、北オンタリオには 1976年、先住民作品を中心に収集･展示するこ
とを主眼にしたサンダー･ベイ美術館も開館する（Clark 1996; Phillips 2001）。しかし、オンタリ
オ美術館ではこの時期に至っても先住民作品に関しては「保守的」な姿勢が目立ち、1979年に
先住民アニシュナベ芸術家Norval Morrisseauの絵画を一点購入しているものの、先住民作品特
別展開催は皆無（Art Gallery of Ontario 1979/80）、収集の中心は Group of Sevenの流れを受け継
ぐ芸術家の作品が中心であった。1965 年には、1912 年にカナダ内国博覧会で展示された 340
点のヨーロッパ系カナダ人芸術家の作品を購入している。一方で、1970･80 年代には 500 点に
及ぶイヌイット･アートの寄贈を受けており、先住民関連はそれでよしとしていたのかもしれな
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い（Art Gallery of Ontario 1990）。トロントでのイヌイット以外の先住民作品表象の場となった
のは、相変わらずロイヤル･オンタリオ博物館であった。1970 年代には、『An Exhibition of 
Traditional Crafts of the Naskapi』 （1977）, 『Quillwork by Native People in Canada 』（1977）と
いった「民族博物館」色の濃い展覧会ばかりでなく、「アート」という言葉が展覧会名に入る
『Canadian Indian Art '74』 （1974）や、19世紀先住民社会を描いたアイルランド出身の『Paul 
Kane: 1810-1871』 （1972）まで、ロイヤル･オンタリオ博物館での開催である。 
オンタリオ美術館に多少の変化が見られたのは 1980年代である。連邦政府インディアン･北
方開発省文化事務局長などを務め、「先住民作品の美的センスの高さを無視するべきではない」
（Hill T. 1974）と主張してきた先住民セネカ芸術家 Tom Hillの声に呼応し、当時のカナダ･アー
ト学芸員であった Dennis Reidが 1984年に『Norval Morrisseau and the Emergence of the Image 
Makers』（McLuhan and Hill 1984）、および『From the Four Quarters: Native and European Art in 






（Reid and Vastokas 1984）。その後、1992年には独自に『Independent Task Force on the Future of the 
Art Gallery of Ontario』を公刊、その中で、短期的には「今までの主流文化の観客層」をひきつ
けていくとしつつも、トロントの多文化社会においてより多様な観客をひきつけるために、長
期的にはワークショップの開催や「非主流文化」のビジュアル･アートにも目を向けていくべき
ことが指摘される（Art Gallery of Ontario 1992）。 
しかし、1990 年代も先住民作品の収集はほとんどなく、目につく先住民関連特別展も 1994
年の『Robert Houle: Anishnabe』程度である。その 1994年には、フィラデルフィアからのバー
ンズ･コレクション巡回展でヨーロッパ絵画のみを展示、非ヨーロッパ作品に関しては写真パネ
ルをすえるだけという形態に、トロントのアフリカ系住民から抗議行動を起こされている
（Tator, Frances, and Mattis 1998）。2003年、クリー学芸員Rick Hillのもとで先住民作品とヨーロ
ッパ作品を並行展示する『The Meeting Ground』が、一年には満たない期間ではあったが常設展
の一部として公開された。そこでは、例えば 17世紀の先住民精神世界とキリスト教の接触を表
象するものとして、Thunderbirdと The Virgin and Childが並列展示された。しかし、『The Meeting 
Ground』企画段階では、先住民関連の資料はロイヤル･オンタリオ博物館に展示されるべきで
あると一部の上層部のものが主張した。そして Rick Hillは、オンタリオ美術館を訪れる主要な
客層は Group of Sevenの風景画が目的であり、周辺地域の先住民アートに関する知識はほとん







てみよう。カナダ･アートホールは美術館 2 階に位置し、その見取り図は図 1 に示した。39 の
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展示室があるが、そのうち 21 は Ken Thomson により寄贈された作品を展示する Thomson 




















トムソンの入り口に位置する展示室 206･207には、それぞれ 28点の Carr、Paul Kane、Edmund 
Morrisなどによる風景画と、22点のGroup of Sevenによる風景画が展示されている。206には
19世紀半ばからの（Tlingit 族 raven rattle 1860, Tsimshian族 clapper 1840-60, Tsimshian族 comb 
1830-60、年代は推定制作時期、以下同様）、207には 18･19世紀からの北西海岸彫刻（Shaman’s 
rattle 1800-40, Tsimshian族Antler club 1750）がそれぞれ 3点ずつ展示されている。206･207の奥




の展示室 218 には、43 点の Lawren Harris による北オンタリオの湖の風景画が大小取り混ぜて
展示されており、この青を基調とした展示構成は、実に鮮やかである。ここにも、中央のガラ
スケース内に仮面など 18･19 世紀からの北西海岸先住民工芸が 3 点（Tsimshian 族 face mask, 
Nuh-chah-nulth族 salmon rattle, Tsimshian族 antler club）展示されている。以上 9点の先住民作

















こから右へ進路をとると、展示室 216には Tom Thomsonの風景画が 59点、展示室 208-10には
Group of Sevenの風景画が 160点、さらに展示室 211-4にはDavid Milneの風景画が 114点展示
されている。オンタリオ美術館のトムソン展示室は、風景画を堪能するにはまさにうってつけ
の空間ということができる。 
マクリーン（展示室 200, 201, 224-39）には、記憶･神話･力（Memory, Myth, Power）という三
つのテーマがあり、それぞれがカナダ美術の複雑さと多様性を表象しているという（Art Gallery 
of Ontario 2009）。観覧者はすでに見てきたGroup of Sevenや Carrの風景画などをまた目にする
ことになるが、今度は「斬新で劇的な方法による展示」を見ることになる （Art Gallery of Ontario 
2009）。まず、展示室 225は、先住民資料が石器時代から現代まで時代を追って展示され、以下
のように説明されている。「この展示室ではファースト･ネーションズとイヌイット芸術家によ
る古代、歴史、近代（ancient, historical, and modern）の作品を展示している。作品群は、11000
年間の視覚表現、伝統、記憶を反映する。そして、過去が現在に続き、未来を形成することを
証明する」（展示室 225 解説文･筆者訳）。北の壁面には先住民アニシュナベ芸術家 Norval 
Morrisseauの 6点シリーズ作絵画であるMan Changing into Thunderbird、南側のガラスケース内
には「記憶」を表象するために数万年前からの石器や鏃、17 世紀から 19 世紀のヨーロッパの
影響を表象するために金属器や衣装が展示され、19 世紀後半から 20 世紀前半の同化政策時代
には、先住民社会が生き延びたことを示すために小型のトーテムポールなどツーリスト･アート
が計 17点展示される。1950年代からは文化復興の時代であり、現代芸術家がその象徴となり、





Group of Sevenの絵画にはさまれて、同時代の女性画家やおよび Group of Sevenのナショナリズ
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ポール、Mohawk のビーズワークとピースツリーで表象されている。展示室 238 には Norval 











う Rick Hillの以前の指摘は、それほど変わっていないようである（Hill R. 2003）。例えば、あ
る者は「Group of Sevenの風景画は実に壮観で、カナダにこんなすばらしい才能があったこと
すら知らなかった」と述べている （Demara 2008）。トムソン全体で約 650の風景画、特に 100











































本稿は、Nakamura, Naohiro 2012. The Representation of First Nations Art at the Art Gallery of Ontario. 
International Journal of Canadian Studies /Revue internationale d'études canadiennes  45-46, 417-440の一部を筆




1. 2011年秋から 2012年にかけて Tom ThomsonとGroup of Sevenの絵画展がヨーロッパの 3美術館を巡回
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